
令和７年度 横浜市阿久和地区センター事業計画書  

 

１ 設置目的を踏まえた管理運営計画 

地区センターは、地域の住民が自らの生活環境の向上のために自主的に活動し、スポ

ーツ、レクリェーション、講演会、サークル活動などを通じて相互交流を深めていくこ

とを目的としています。 

（１）地域コミュニティの醸成 

   阿久和における地域住民のコミュニティを醸成するため、当館利用団体の活動紹介、

会員募集の支援を行い、さらには成果発表と交流の場として、地区センターまつりを

開催します。地域の方が気軽に参加できる自主事業を企画・実施し、その参加者が引

き続き新規団体となり、利用しやすいように優先申込制度を活用します。  

（２）地域連携の促進 

   当館が地域連帯促進の核となるべく、市広報紙、センターだより、ホームページ、

SNS などあらゆる媒体を活用し、活動団体や各種事業などの情報発信をしていきます。 

また、地元自治会や地域ケアプラザ、子育て支援団体との共同事業を実施します。

瀬谷地区センターをはじめコミュニティスクール、図書館などとの情報共有を図りま

す 

 

２ 地域特性、地域ニーズを踏まえた管理運営計画 

阿久和地区は、比較的高齢化が進み、緑豊かな瀬谷区の南部に位置し、旭区と泉区に

隣接しています。当館の近隣には、小・中・高の学校があり、利用者は、区内高齢者や

児童、生徒のほか、区外からの利用があります。  

（１）地域特性を踏まえた管理運営  

健康増進と交流のためのカローリング交流会など、地域の組織が行う公益的活動に

協力していきます。また、近隣の教育機関と連携した自主事業を企画・実施するとと

もに、地区センターまつりなどの機会を捉えて、吹奏楽他、生徒たちが日頃から活動

している成果発表の場を提供します。  

（２）地域ニーズからの要請 

   瀬谷区民意識調査（令和５年度）では、「災害の取組」「高齢者」「子育て」が関心の

高い項目としてあがっています。災害時には、瀬谷区との協定に基づき、福祉避難所

を開設します。併設される阿久和地域ケアプラザと連携し、高齢者に関心を持ってい

ただける事業を企画・実施します。ワンパク事業を子ども向けに行うとともに、地域

における子育てを支援するため、瀬谷区こども家庭支援課と連携し、地域子育て相談

（毎週水曜日）を実施します。  

 

３ 施設の安全性、安定的な維持管理計画 

  当館は、開設から 29 年目が経過し、随所に劣化が認められます。安全・安心・清潔・

快適な施設管理を目指すとともに、横浜市と連携し、施設の長寿命化を図ります。  

（１）維持管理の考え方 

建築物定期点検（12 条点検）、施設管理者点検（市公共施設管理基本方針）、設備保



守嘱託職員による巡回設備点検、各種法定点検などにより、不具合箇所を把握し、瀬

谷区、協会などと協議のうえ、安全性・緊急性を考慮し、優先順を付け、順次、修繕

を実施します。 

（２）予防保全 

設備保守嘱託職員による施設点検を実施し、不具合箇所を早期に見つけ対処すると

いう予防保全を実現することで、利用する方にとって安全・安心な維持管理に努めつ

つ、経費節減を図ります。  

（３）長寿命化工事 

令和７年度は、市長寿命化工事による防災設備更新工事と給湯設備改修工事の実施

を予定しています。 

 

４ 利用者ニーズの把握、サービス向上策、利用促進策 

  あらゆる機会を捉えて、利用者からのニーズを把握してまいります。それら多種多様

なご意見を館内スタッフ、当法人他施設などと共有し、サービス向上へ結びつけること

で、利用促進を図ります。  

（１）利用者ニーズの把握  

   アンケートを毎年実施するほか、利用者会議での意見交換や利用者の方との窓口等

におけるふれあいなどを通じて、幅広い年齢層からの多様なニーズを把握していきま

す。 

（２）サービス向上策 

   インターネット予約システムの検証を行い、必要に応じ改修していきます。また、

インターネット環境を持たない利用者に向けて、受付で iPad を活用したサービスを

提供しています。館主催行事の開催や利用制限の発生など、市広報紙、センターだよ

りだけでなく、ホームページや SNS により、いち早く情報提供していきます。  

（３）利用促進策 

   市広報紙、センターだより、ホームページ、SNS などあらゆる媒体を活用し、当館

や事業の情報を発信することで、集客を図ります。地域コミュニティ紙などへの情報

提供を積極的に行います。おもしろ何でもチャレンジ（７月）や地区センターまつり

（２月）といった全館イベント、ハロウィン（10 月）やクリスマス（12 月）での集客

を通じ、当館を知ってもらうことで利用を促進します。また、将来を見据え、近隣の

子どもたちに利用してもらえるように、中学校、小学校、幼稚園、保育園などへの当

館ＰＲを積極的に行います。  

 

５ 自主事業計画 

仲間づくり等を通じた地域コミュニティ醸成や、利用促進に繋げるため、幼児から高

齢者まで地域の方が気軽に参加できる幅広い分野の自主事業を企画・実施します。  

（１）自主事業 

あらゆる世代を対象にした自主事業では、地元で開催される世界的なイベントであ

る 2027 年国際園芸博覧会の機運醸成に力を入れるとともに、昨今話題となっている

浮世絵に関する教室、地元人気店舗によるお菓子づくりなど、多彩な事業を繰り広げ



ます。（計 48 回開催予定） 

（２）ワンパク事業 

   子どもを対象にしたワンパク事業では、地域の人材を活用した講座や、近隣の高校

生が講師となり子どもたちに科学の楽しさを伝えるおもしろ何でもチャレンジなどを

実施します。（計 19 回開催予定） 

（３）国際園芸博覧会開催へ向けた機運醸成  

   ２年後に迫った国際園芸博覧会開催へ向け、瀬谷区南部においても機運を醸成する

ため、みどりアップ計画等に基づく自主事業を行います。  

 

６ その他 

（１）緊急時対応 

緊急時には、横浜市防災計画及び瀬谷区防災計画を踏まえ整備した各種マニュアル

に基づき、迅速かつ的確な対応を行います。  

（２）個人情報保護 

横浜市個人情報の保護に関する条例を遵守するため、スタッフ全員を対象に個人情

報保護研修を年度早期に実施し、適正に管理します。 

（３）人権尊重 

   公共施設としての当センターの設置目的を果たすため、人権を尊重します。そのた

め、スタッフ全員を対象に人権研修を実施します。  



令和７年度　阿久和地区センター自主事業計画書

No 教　室　名 対象者 募集人数 開催期間 回数 予算　(円)

1 阿久和カローリング交流会 どなたでも 30名 4月～3月 12 10,000

2 エンディングノート 成人 20名 未定 1 0

3
大河ドラマがもっと面白くなる！

藤澤浮世絵館の学芸員に聞く浮世絵の話
どなたでも 20名 5月 1 10,000

4 無理をしない初めてのピラティス
～体幹を鍛えてバランスの取れた体を作りましょう～

成人 20名 5～3月 9 75,000

5
横濱みなと探訪
～船で巡る横浜港とふ頭見学～

どなたでも 15名 5月 1 5,000

6 お菓子工房Keimin「春のスイーツ」 成人 12名 6月 1 12,000

7 気分爽快！　ボイストレーニング 成人 20名 6月～7月 3 20,000

8 【G】小さな盆栽教室 成人 15名 ６月 1 (25,000)

9 夏のミニコンサート 成人 50名 ７月 1 35,000

10 【G】（自主・ワンパク共催事業）おもしろ何でも
チャレンジ→中央農業高校に学ぶ園芸

小学生と保護 50名 ７月 1 (40,000)

11 大人が楽しむアイシングクッキー 成人 16名 10月 1 20,000

12 そば打ち講座 成人 10名 10月 1 18,000

13
(自主・ワンパク共催事業)
HAPPYハロウィン

どなたでも
当日直接

50名
10月 1 15,000

14 【G】上瀬谷周遊
～散策でGREEN×EXPO2027を先取り～

成人 20名 11月 1 (50,000)

15 更年期に立ち向かう身体づくり 成人 16名 11月 2 20,000

16
【G】＃withGREENEXPOをつけて投稿しよう！
インスタグラムで2027年国際園芸博覧会に加わってみ
ませんか

成人 20名 12月 2 (30,000)

17
(自主・ワンパク共催事業）
HAPPYクリスマス

どなたでも 50名 12月 1 10,000

18 HAPPYクリスマスコンサート どなたでも 50名 12月 1 30,000

19 昔ながらの味噌作り どなたでも 12名 1月 1 25,000

42 305,000

【G】２０２７年国際園芸博覧会機運醸成事業 (145,000）

No 教　　室　　名 対象者 募集人数 開催期間 回数 予算　(円)

1 花壇づくり どなたでも 11月 3

2 センターまつりでのワークショップ＆花苗 どなたでも 2月 2

合　　　　　計

市民が森に関わるきっかけづくり事業（横浜市みどりアップ事業）

委託事業費20名



令和７年度　阿久和地区センター　ワンパク自主事業計画書

講座名 対象者 募集人数 開催期間 回数 予算

1 子どもパン教室
小学生
4～6年生

12名 5月31日 1 18,000

2 科学捜査体験教室 小学生 12名 6月7日 1 18,000

3 科学教室/電子工作教室 小学生 12名 7月26日 1 0

4 おもしろ何でもチャレンジ2025 小学生 50名 7月26日 1 0

5 夏休みチョークアート教室 小学生 18名 8月 3 23,000

6 ママヨガ＆ベビーリトミック
乳幼児と
保護者

10組 9月 2 30,000

7
自主・ワンパク共催
HAPPYハロウィン

どなたでも 50名 １０月 1 ※0

8 【G】草木染め　（森のまなびや） 小学生
12名～
16名

11月 1 (40,000)

9 かんたん編みもの教室 小学生 12名 12月 1 9,000

10
自主・ワンパク共催
HAPPYクリスマス

どなたでも 50名 12月 1 ※0

11
子どもダンス教室
「ヒップホップを踊ろう」

小学生 18名 1月 4 32,000

12
第27回　センターまつり
「ヒップホップを踊ろう」&ワークショップ

小学生 12名
2月

7日8日
1 15,000

13 【G】ミニチュアガーデンを作ろう 小学生 12名 2月 1 (15,000)

合　　　　計 19 145,000

【G】２０２７年国際園芸博覧会機運醸成事業 (55,000）

令和７年度　阿久和地区センター自主事業(共通）計画（ニーズ対応費で対応）

No 教　　室　　名 対象者 募集人数 開催期間 回数 予算　(円)

科学教室/電子工作教室 小学生 12名 7月26日 1

おもしろ何でもチャレンジ2025 小学生 50名 7月26日 1

2 センターまつり どなたでも 自由参加 2月 1 400,000

3 620,000合　　　　　計

220,0001



令和７年度阿久和地区センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

・近隣の教育機関と連携した自主事業を企画し、実施し

ます。また、地区センターまつりなどの機会を捉え

て、吹奏楽他の成果発表の場を提供します。 

・地元自治会などが普及を促進しているカローリングの

交流会を、地域組織と地域ケアプラザと連携し、通年

で実施します。 

   

(2)ウ 公の施設としての管理 

・部屋利用の公平性を確保するため、登録、利用に関す

るルール等を厳格に運用します。 

・インターネット予約ができない環境の利用者に向け

て、受付で iPadを活用したサービスを提供します。 

   

(4)エ 利用者ニーズの把握と運営への反映 

・アンケート、利用者会議、窓口での聞き取りなどあら

ゆるツールを活用し、利用者ニーズの把握を行いま

す。 

・利用者ニーズ等を実現させるため、予算に優先順位を

設け、可能な事案から随時、実施していきます。 

・把握した利用者ニーズを当法人他施設と共有し、第三

者的な意見を踏まえ、よりよい対応を検討するととも

に、他施設のサービス向上にも生かします。 

 

 

 

   

目標設定・自己評価合体版 

あ い う 

え 

第 29 条第１項・第２項 

第 38 条第１項・第４項 

第 29 条第２項 

第 38 条第４項 

第 38 条第１項 



(4)オ 利用者サービス向上の取組 

・令和３年度に導入したインターネット予約システムの

検証を日常的に行い、必要に応じ改修していきます。 

・館主催行事の開催や利用制限の発生など、市広報紙、

センターだよりだけでなく、ホームページや SNS によ

り、いち早く情報提供していきます。 

・利用者の安全対策については、市対応方針や各種ガイ

ドラインを遵守することはもちろん、当館の実情に合

わせた対策を講じます。 

   

業務運営 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

・常勤職員３名（館長・副館長）、コミュニティスタッ

フ 12 名の計 15 名体制を確保し、開館時は常時３名以

上（含常勤１名）で運営を行います。 

   

(3)ウ 緊急時の体制と対応計画 

・緊急時には、横浜市防災計画及び瀬谷区防災計画を踏

まえ整備した各種マニュアルに基づき、迅速かつ的確

な対応を行います。 

・スタッフ総出の消防訓練を、併設されている地域ケアプ

ラザ、阿久和消防出張所と連携して年２回実施します。 

・近隣の地域防災拠点で実施される防災訓練に参加し、

災害時の地域との協力体制を確認します。 

   

(4)ア 設置理念を実現する運営内容 

・地域コミュニティ醸成のため、利用団体の活動紹介、

会員募集の支援を行い、さらには成果発表と交流の場

として、地区センターまつりを開催します。 

・地域連携を促進するため、地元自治会や地域ケアプラ

ザ、子育て支援団体との共同事業を実施するととも

に、瀬谷地区センターはじめコミュニティスクール、

図書館などとの情報共有を図ります。 

   



(4)イ 利用促進策 

・市広報紙、センターだより、ホームページ、SNSなど

あらゆる媒体を活用し、当館や事業の情報を発信する

ことで、集客を図ります。また、地域コミュニティ紙

などへの情報提供を積極的に行います。 

・おもしろ何でもチャレンジ（７月）や地区センターま

つり（２月）といった全館イベント、ハロウィン（10

月）やクリスマス（12 月）での集客を通じ、当館を知

ってもらうことで利用を促進します。 

・魅力ある自主事業を 48回、子どもが興味を持つワン

パク事業を 19回開催し、当館を利用していただくき

っかけをつくります。 

   

(4)キ 本市重要施策に対する取組 

・瀬谷区こども家庭支援課と連携した地域子育て相談

（毎週水曜日）を実施することで、地域における子育

てを支援します。 

・自主事業におけるスポーツ教室、地域ケアプラザと連

携した体力測定、地域と連携したスポーツ交流などを

通じて、地域の方の健康増進を後押しします。 

・瀬谷区との「災害時における在宅要援護者のための福

祉避難場所の開設の協力に関する協定」に基づき、災

害時には、福祉避難所を開設します。 

・区北部で開催される 2027 年国際園芸博覧会に向け

て、区南部での機運醸成に資する事業を実施します。 

 

 

 

 

 

   



(5) 自主事業計画 

・仲間づくり等を通じた地域コミュニティ醸成や、利用

促進に繋げるため、幼児から高齢者まで地域の方が気

軽に参加できる幅広い分野の自主事業を企画・実施し

ます。 

・あらゆる世代を対象にした自主事業では、地元で開

催される世界的なイベントである 2027 年国際園芸

博覧会の機運醸成に力を入れるとともに、昨今話題

となっている浮世絵に関する教室、地元人気店舗に

よるお菓子づくりなど、多彩な事業を繰り広げます。

（計 48 回開催予定） 
・子どもを対象にしたワンパク事業では、地域の人材を

活用した講座や、近隣の高校生が講師となり子どもた

ちに科学の楽しさを伝えるおもしろ何でもチャレンジ

などを実施します。（計 19回開催予定） 

・当館利用者の発表の場である地区センターまつりを２

月に開催します。 

   

(6) 施設及び設備の維持管理計画 

・建築物定期点検（12 条点検）、施設管理者点検（市公

共施設管理基本方針）、設備保守嘱託職員による巡回

設備点検、各種法定点検などにより、不具合箇所を把

握します。 

・不具合箇所への対応は、区役所、協会などと協議のう

え、安全性・緊急性を考慮し、優先順を付け、順次、

修繕を実施します。 

・令和７年度は、市長寿命化工事による防災設備更新

工事と給湯設備改修工事の実施を予定しています。 

・低濃度 PCBの調査及び適正処理のため、高圧進相コン

デンザの交換を行います。 

   



職員育成 

事業計画書 

(3)イ 個人情報保護等の体制・職員研修計画 

・市個人情報の保護に関する条例を遵守するため、スタ

ッフ全員を対象に個人情報保護研修を年度早期に実施

し、適正に管理します。 

・全スタッフの人権感覚をとらえ返し、高めていくため

に、人権研修を企画実施するとともに、常勤職員は、

他機関主催の人権研修へ積極的に参加します。 

・新採用や経験の浅いスタッフに対しては、ＯＪＴやシ

フト交流により、接遇、実務処理などのスキルを高め

ます。 

 

   

財務 

事業計画書 

(7)ア 収入計画の考え方 

・従来の利用料金設定を維持しつつ、稼働率の低い時間

帯や部屋での自主事業を開催し、参加費を利用料金へ

充当します。 

・コピー機や印刷機、ラミネーター等のサービス、自動

販売機の設置により、手数料収入を確保します。 

   

(7)イ 増収策について 

・条例設定利用料金のため、増収は難しい状況にありま

すが、地区センターまつり等のイベントを通じ、当館

の魅力を知っていただき、利用を促進することで、利

用料金収入を確保します。 

・将来を見据え、近隣の子どもたちに利用してもらえる

ように、中学校、小学校、幼稚園、保育園などへの当

館ＰＲを積極的に行います。 

・令和６年度以上の利用料金収入を確保することを目指

します。 

 

   



(7)ウ 支出計画 

・省エネ、ペーパーレス化、消耗品費縮減など、不断の

努力により、支出経費を抑えます。 

・複数施設を運営する当協会のスケールメリットを生か

し、経理、庶務労務、設備保全などの管理業務を一元

化することで、経費削減を図ります。 

・小破修繕経費に関しては、緊急性・安全性を勘案した

優先順位を付け、順次対応していくことで、経費縮減

を図ります。 

・設備保守嘱託職員による施設点検を毎週実施し、不具

合箇所を早期に見つけることで、予防保全を図りま

す。 

   

(4)カ ニーズ対応費の使途について 

・当館の二大事業である「おもしろ何でもチャレンジ」

（７月）と「地区センターまつり」（２月）の経費に充

当します。 

・その他、利用者ニーズに合致した経費、利用者の安全を

確保する経費などを優先し支出します。 

   

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

・スタッフが互いや働き方を尊重し、全員がいきいきと

活躍できる職場づくりを進めます。 

・事務作業の効率化、担当業務の平準化などにより、ワ

ーク・ライフ・バランスを推進します。 

・環境保全などに向け、できるところからペーパーレス

化を推進します。 

   

利用者等

の意見 

 

 

  

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

 
※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 



（様式3） （指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

43,497,000 43,497,000 43,497,000 横浜市より

200,000 200,000 200,000 国際園芸博覧会機運醸成事業

2,900,000 2,900,000 2,900,000

164,000 164,000 164,000  

0 0 0

800,000 0 800,000 0 800,000

印刷代 70,000 70,000 70,000

自動販売機手数料 640,000 640,000 640,000

駐車場利用料収入 0 0 0

その他（カラオケ使用料・預金利息等） 90,000 90,000 90,000

47,561,000 0 47,561,000 0 47,561,000

支出の部

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

24,786,000 0 24,786,000 0 24,786,000

22,235,000 22,235,000 22,235,000 館長・副館長及び時給職

1,971,000 1,971,000 1,971,000

382,000 382,000 382,000 常勤職員

60,000 60,000 60,000 常勤職員・時給職員

18,000 18,000 18,000

120,000 120,000 120,000

2,323,000 0 2,323,000 0 2,323,000

10,000 10,000 10,000 出張旅費

822,000 822,000 822,000 事務消耗品費

20,000 20,000 20,000

0 0 0

225,000 225,000 225,000 電話代・郵送料等

488,000 0 488,000 0 488,000

横浜市への支払分 82,000 82,000 82,000 目的外使用料等

その他 406,000 406,000 406,000

100,000 100,000 100,000

400,000 400,000 400,000

36,000 36,000 36,000

10,000 10,000 10,000

10,000 10,000 10,000

202,000 202,000 202,000

0 0 0

0 0 0 地域イベントの協力費等

814,000 0 814,000 0 814,000

614,000 614,000 614,000

200,000 200,000 200,000

0 0 0 イベントの実施

15,156,000 0 15,156,000 0 15,156,000

7,680,000 0 7,680,000 0 7,680,000

電気料金 3,980,000 3,980,000 3,980,000

ガス料金 2,700,000 2,700,000 2,700,000

水道料金 1,000,000 1,000,000 1,000,000

2,760,000 2,760,000 2,760,000 日常・定期清掃費

1,000,000 1,000,000 1,000,000

345,000 345,000 345,000

3,371,000 0 3,371,000 0 3,371,000

空調衛生設備保守 1,515,000 1,515,000 1,515,000

消防設備保守 64,000 64,000 64,000

電気設備保守 602,000 602,000 602,000

害虫駆除清掃保守 43,000 43,000 43,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費・その他委託費 1,147,000 1,147,000 1,147,000 植栽管理・給水設備・ルート回収・ピアノ調律等、第三者評価

0 0 0

2,216,000 0 2,216,000 0 2,216,000

0 0 0

2,216,000 2,216,000 2,216,000

0 0 0

0 0 0

1,300,000 0 1,300,000 0 1,300,000

1,300,000 1,300,000 1,300,000 労務・経理等の本部事務経費

0 0 0

966,000 966,000 0 966,000

47,561,000 0 47,561,000 0 47,561,000

0 0 0 0 0

0

0

0

0

0

0

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

支出合計

差引

自主事業費収入

自主事業費支出

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

当該施設分

ニーズ対応費

その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

事業所税

消費税

印紙税

共益費

公租公課

機械警備費

清掃費

修繕費

設備保全費

自主事業費

管理費

光熱水費

リース料

手数料

国際園芸博覧会機運醸成事業

施設賠償責任保険

職員等研修費

振込手数料

事業費

自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

備品購入費

図書購入費

通信費

使用料及び賃借料

印刷製本費

旅費

通勤手当

消耗品費

事務費

人件費

勤労者福祉共済掛金

中小企業退職金共済掛金

会議賄い費及び諸費

負担金

給与・賃金

収入合計

科目

社会保険料

健康診断費及びｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種補助

令和７年度　「横浜市阿久和地区センター」　収支予算書兼決算書

(令和７.４.１～令和８.３.３１）

科目

指定管理料

自主事業収入

雑入

利用料金収入

自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入
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